
別紙２

チェック欄

①計画の目標が「社会資本整備計画書」として適切なものとなっている。 ○

②関連する各種計画との整合性が確保されている。 ○

③数値目標や指標を用いるなど、客観的かつ具体的な目標となっている。 ○

①事業内容は、計画の目標を達成する上で適切なものとなっている。 ○

　　１）基幹事業 ○

　　２）関連社会資本整備事業 　

　　３）効果促進事業 ○

②目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

③指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

④指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 ○

⑤事業効果は、数値、指標を用いて客観的に示されている。 ○

①計画の具体性など、事業熟度が十分である。 ○

②関係する機関との連携が図られている。 ○

Ⅳ．その他

①効果促進事業は全体事業費の２０％以下となっている。 ○

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．計画の効果・効率性

計画の名称： １６　水と緑・歴史と文化が共存するふれあい豊かなまち、みんなでつくる夢ある宇陀

事業主体名：　宇陀市


